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決算・業績予想ダイジェスト

2022年度第2四半期決算

2022年度業績予想および配当予想

 売上⾼は、燃料費調整額の増加による影響
 経常利益は、燃料価格の⾼騰や、円安の進⾏、卸電
⼒取引市場の価格上昇による、電⼒調達コストの増加
影響

（ 別 紙 １）



2業績概要

売上高 1兆3,397億円 （前年同期に⽐べ4,665億円の増）
・・・燃料価格の⾼騰に伴う燃料費調整額の増加など。

経常利益 △1,319億円 （前年同期に⽐べ1,718億円の減）
・・・燃料価格の⾼騰や、円安の進⾏、卸電⼒取引市場の価格上昇による、電⼒調達コストの⼤幅な増加など。

親会社株主に帰属する四半期純利益
△1,363億円 （前年同期に⽐べ1,705億円の減）

【連結決算の概要】

※１ [ ]内は、燃料費調整制度のタイムラグ影響除きの値。
※２ 連結キャッシュ利益＝営業利益＋減価償却費＋核燃料減損額＋持分法投資損益（営業利益は、燃料費調整制度のタイムラグ影響を除く）

（単位︓億円）
2021年度2Ｑ

（Ａ）
2022年度2Ｑ

（Ｂ）
増 減

（Ｂ）－（Ａ）
前年同期⽐

（Ｂ）／（Ａ）

売 上 高 8,731 13,397 4,665 153.4 %

経 常 利 益 ※1 399 △ 1,319 △ 1,718 ―

[769] [90] [△ 678] [11.8 %]

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
四 半 期 純 利 益 342 △ 1,363 △ 1,705 ―

連 結 キ ャ ッ シ ュ 利 益 ※2 1,757 1,103 △ 653 62.8 %



3連結経常利益の前年同期からの変動要因
変動額 △1,718億円（399億円→△1,319億円）

（単位︓億円）

2022年度2Ｑ2021年度2Ｑ

399

1,745 △ 3,943

△ 1,319

販売（小売）
の収入増

その他

燃料費調整制度のタイムラグ影響を除いた場合の
収⽀変動影響額︓△678億円程度（収⽀悪化）燃料費調整制度のタイムラグ

影響除きの経常利益 769

• 燃料費調整制度のタイムラグ影響 △1,040
• 卸電⼒取引市場の価格上昇影響 △ 700
• 燃料費調整制度による上限超過額 △ 116 外

燃料費調整制度のタイムラグ
影響除きの経常利益 90

△256

電⼒調達
の費用増

736

販売（卸売）
の収入増

需給関連収⽀ △1,462億円

• 燃料費の増 △2,180
• 市場調達の増 外 △1,763

• 燃料費調整額の増 1,644

• 2021年2月
福島県沖地震影響 △76

• 2022年3月
福島県沖地震影響 △512

• 燃料費調整額の増 237

• 送配電事業 外



4電⼒販売実績・主要諸元

小売（電灯・電⼒） 314億kWh（前年同期に⽐べ1億kWhの減）
・・・競争進展に伴う契約切り替えによる減など。

卸売 78億kWh（前年同期に⽐べ2億kWhの増）
・・・エリア内卸売の増など。

（単位︓百万ｋＷｈ）

※2 「小売」は、事業⽤電⼒量を含む。
※3 「卸売」は、特定融通等を含む。

※1 東北電⼒個社値であり、送配電事業を除く。

【販売実績】※1 2021年度2Ｑ
（Ａ）

2022年度2Ｑ
（Ｂ）

増 減
（Ｂ）－（Ａ）

前年同期⽐
（Ｂ）／（Ａ）

電 灯 8,887 8,716 △ 171 98.1 %

電 ⼒ 22,621 22,716 95 100.4 %

小 売 ※2 計 31,509 31,432 △ 77 99.8 %

卸 売 ※3 7,616 7,841 225 103.0 %

販 売 計 39,124 39,274 150 100.4 %

【主要諸元】
2021年度2Ｑ

（Ａ）
2022年度2Ｑ

（Ｂ）
増 減

（Ｂ）－（Ａ）
原油ＣＩＦ価格（＄／ｂｂｌ） 70.3 111.9 41.6

為 替 レ ー ト （ 円 ／ ＄ ） 110 134 24

出 ⽔ 率 （ ％ ） 95.2 101.8 6.6

原 ⼦ ⼒ 設 備 利 用 率 （ ％ ） － － －

【電⼒販売実績】



5セグメント情報（連結）
（単位︓億円）

※ 売上⾼の下段は、外部顧客に対する売上⾼。

2021年度2Ｑ（A） 2022年度2Ｑ（B） 増 減（B）－（A）
主な増減要因

売上高※ 経常利益 売上高※ 経常利益 売上高※ 経常利益

発電・販売
6,698

449

10,104

△ 1,314

3,405

△ 1,763

・ 燃料費調整額の増加により増収
・ 燃料調達価格の⾼騰、円安の進⾏、
卸電⼒取引市場の価格上昇による
電⼒調達コストの⼤幅な増加により減益6,352 9,104 2,752

送配電
3,221

183

5,413

75

2,192

△ 108

・ 再エネ卸供給の取引量、単価の増加
などにより増収

・ 調整⼒・インバランスの単価増加などに
より減益1,273 3,048 1,775

建 設
1,202

△ 22

1,238

4

35

27

・ 一般向け電気設備工事などの増加は
あったものの⽕⼒関連工事の反動減に
より減収

・ 材料費や外注費の減少により増益690 658 △ 31

その他
929

66

1,087

72

157

6
・ 在外子会社における為替差益などに
よる増益

415 585 169

小計 12,051 676 17,843 △ 1,161 5,791 △ 1,838

調整額 △ 3,320 △ 276 △ 4,446 △ 157 △ 1,125 119

連結値 8,731 399 13,397 △ 1,319 4,665 △ 1,718



62022年度 業績予想および配当予想

■連結業績予想（2022年7⽉公表値から変更なし）
（単位︓億円）

中 間 期 末（予想） 年 間（予想）

１株当たりの配当⾦ 0 ０ ０

（単位︓円）

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 親会社株主に帰属する
当期純利益

通 期 27,400 △ 1,800 △ 2,000 △ 1,800

■ 配当予想（2022年7⽉公表値から変更なし）


